
 

                 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                 乙部町立乙部中学校 学校だより 令和 5 年 10 月 31 日（火） 第 7 号 

乙部中学校 校長 宮腰屋 由 

 

 １０月１５日の光濤祭は４年ぶりに来場者の

制限をなくし、開催時間・演目をリニューアルし

て新たな伝統のスタートと位置づけて開催しま

した。自分が出演した演目終了後に得た充実感と

達成感は、ご来場の皆様から頂いた盛大な拍手と

ともに生徒１人１人の心に刻まれ、かけがえのな

い財産になったと思います。終演後は、生徒の頑

張りに対してたくさんのお褒めの言葉や激励の言葉を頂き、我々職員も嬉しさが込み上げました。ご覧頂き誠に

ありがとうございました。心からお礼申し上げます。 

 さて最近読んだ書籍で、生徒にこれから必要な学力をおもちゃ・ゲームに例えたものがありました。 

「これまで求められていたのは完成図（正解）がただ１つであるジグソーパズルのピースを埋めていく力、それ

に加えてこれから求められるのは、完成図（正解）がなく完成図（正解）を自ら生み出すブロックを組み立てて

いく力」「生徒が社会で活躍するときにはジグソーパズルを完成させるように正解・ゴールが必ずあるとは限ら

ない。ブロックを組み立てるように試行錯誤しながら正解のない課題を解決できる力、さらには自分で目標やビ

ジョン（未来像）を描ける力が大切である」    

 という内容でした。秀逸な比喩で分かりやすかったので紹介しました。学校現場が今向き合っているテーマも

まさにこのことです。下記は職員と生徒で共有してきた「光濤祭で目指す生徒像」です。 

 

 【目指す生徒像】  ①文化的な発表活動に向けて、主体的に活動する生徒 

            ②より良いものをつくろうと創造的に活動する生徒 

             ③全校生徒が交流し合い、目標に向け協働的に活動する生徒 

 

 この３つはまさしく「正解のない課題を解決し、自分で未来を創り出す（ブロックを組み立てていく）力」の

育成につながるものでした。光濤祭本番そして約２週間の練習期間は、生徒と職員が常に意識し、どの学年も・

どの演目も、この３つの生徒の姿であふれていました。演目をご覧頂いた皆さまには、生徒たちの姿はどう映っ

ていたでしょうか。 

 生徒が光濤祭の取組で培った主体性・創造性・協働性をその場限りで終わりにせず、今後の日常に繋げて更に

発展させていくことが重要と考えています。冬を控え今年度後半に入った本校教育活動に対しまして、保護者・

地域の皆様の一層のご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

『ワクワクを創る』 学びにワクワク・行事にワクワク・仲間にワクワク 

学校教育目標 

重点教育目標 

「生きる力を持ち、明日の郷土を担う、心豊かな生徒の育成」 

光濤祭で得た財産をこれからに繋げる 



保護者アンケートについて 

 ９月にご協力をいただきました保護者アンケート結果についてお知らせいたします。 

質問項目 平均評価 質問項目 平均評価 

お子さんは安心して学校に通っていま

すか 
2.9 

お子さんは昨年に比べて家庭学習をし

ていますか 
2.5 

学校は規則やマナーを守るための手立

てをしていますか 
3.2 

お子さんとの会話からお子さんは授業

が分かるといっていますか 
2.6 

お子さんは掃除やお手伝いなど家庭生

活で自分の役割を果たしていますか 
2.8 

学校は各種便りや公式ホームページ、懇談会・家庭

訪問などを通じて適切に情報を伝えていますか 
3.0 

学校はいじめを防ぐ手立てやいじめに

対する対応をしていますか 
2.8 

（お子さんが部活動に参加している（た）方のみ）仲間との連帯感、責任感や粘り強さ、主体性や

コミュニケーション能力を高めるために部活動は役立っていますか 
3.3 

お子さんの会話や授業参観等で、授業では他の生徒と話し合ったり、自分の考え

を深めたりする機会が十分与えられていますか 
3.0 

4…そう思う      3…おおむねそう思う 

2…あまりそう思わない 1…そう思わない 

 

 

 保護者アンケートにはたくさんの回答をいただきました。ご協力ありがとうございます。 

〇概ね 3.0 前後の回答をいただきました。 

〇家庭学習については、生徒アンケート、職員アンケートでも評価の低い項目でした。学校では、日常的に端末

を持ち帰り、まなびポケットにあるドリルパークの活用を進めています。宿題だけではなく、端末を使用した

学習を進めることで、家庭学習の定着を図っていきます。 

〇わかる授業については、先日ロイロノートを使った研修を職員で行いました。スモールステップの評価を行い

ながら、生徒にとってわかる授業の構築を目指します。 

〇いじめを防ぐ手立て等については、定期的なアンケートや面談を実施するとともに、日常的に生徒の声に耳を

傾けます。 

〇部活動については高い評価をいただきました。引き続き、生徒の成長を促せるような取り組みをしていきます。 

 

 光濤祭も終了しました。生徒が落ち着いた環境で学習や部活動等の活動に集中できるよう、職員一同取り組ん 

でまいりたいと思います。引き続き、保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

２学期の中間を過ぎて… 

 ２学期も折り返しを過ぎ、最近は気温も下がり、朝・夕は暖房が必要となってきました。学校では、体調を崩 

す生徒が増えてきています。残りの２学期をしっかりと過ごすためにも次のことに注意してください。 

〇気温に合わせた服装を！ 〇うがい・手洗いを！ 

 １日の中でも気温の変化はありますので、登下校の際には上着を着用する等、服装の調整をすることと、イン 

フルエンザ等の感染予防のため、外出後だけではなく、日頃からうがい・手洗いを各ご家庭でも徹底してほしい 

と思います。 

 

１１月の予定 


